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令和 2年度
第59回新潟県小児保健研究会

―こどもの健康週間―

日時：令和 2年11月 4 日（水）13時より17時
オンライン開催（YouTubeライブ配信）

YouTubeライブ配信リンク
https://youtu.be/6vix6uMvOJ8
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プ ロ グ ラ ム

日時：令和 2年11月 4 日（水）13時より17時
場所：オンライン開催（YouTubeライブ配信）

〈プログラム〉
〇開会の辞（13：00～13：05）� 新潟県小児保健研究会会長　　齋藤　昭彦

〇ご挨拶（13：05～13：10）� 新潟県福祉保健部長　　松本　晴樹

○シンポジウム�（13：15～15：00）�
「テーマ：新型コロナウイルス感染症への対応と新しい生活様式」

� 座長：新潟大学医歯学総合病院　小児科　特任助教　　相澤　悠太

・はじめに
新潟大学医歯学総合病院　小児科　特任助教

相澤　悠太

・教育委員会から
新潟市教育委員会　学校支援課　課長

山田　哲哉

・現場から　～保育施設～
新潟市中央区健康福祉課　指導保育士

冨岡　彩子

　　　　　　～学校～
新潟市立浜浦小学校　養護教諭

長谷川由紀

・小児科医から
よいこの小児科さとう（新潟市）

佐藤　　勇
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・行政から
新潟県福祉保健部長

松本　晴樹

・総合討論

〇総会（15：05～15：15）

○休憩（15：15～15：30）

〇特別講演（15：30～16：40）
� 座長：新潟大学医歯学総合病院　小児科　病院教授　　今井　千速

「演題名：子どもと新型コロナウイルス感染症」

� 演者：新潟大学大学院医歯学総合研究科小児科学分野　教授　　齋藤　昭彦
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シンポジウム

「新型コロナウイルス感染症への対応と新しい生活様式」
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はじめに

新潟大学医歯学総合病院　小児科　特任助教

相澤　悠太

新型コロナウイルス感染症の話題をテレビや新聞などのニュースで見ない日はありません。新型
コロナウイルス感染症の発生からまだ 1年も経っていませんが、医療分野にとどまらず社会生活ま
で私たちは大きな変容を迫られ、日々その対応に苦慮されていらっしゃることと推察いたします。
社会全体の一般論、報道される日本全体の話ももちろん重要ですが、一方で、私たちが日々暮らし
ている新潟における状況も同様かそれ以上に身近ゆえに重要なことです。
このシンポジウムでは、子どもに関わる保育・学校・教育委員会・医師・行政それぞれの立場か
ら、新型コロナウイルス感染症へどのように対応してきてたか、そして、現在・今後どのように対
応を展開していくのか、「新しい生活様式」を御紹介いただきたいと考えています。
そして、それぞれの立場からの情報交換を行うことによって、新しい生活様式を継続・発展させ
ていくヒントを得たり、横のつながりを深めたりする契機に、このシンポジウムが少しでもお役に
立てることを祈念しています。冒頭では私から、各演者の先生方の議論にスムーズに入れるよう
に、導入として、新型コロナウイルス感染症の発生から日本国内への流入、そして広がりと子ども
に関わる行動制限の時系列について全体像をお話させていただきます。
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教育委員会から

新潟市教育委員会　学校支援課　課長

山田　哲哉

新潟市立学校園における新型コロナウイルス感染予防対応等について、教育委員会として取り組
んだことについて、次の 4期間に区切って話す予定です。
・ 3月の全国一斉臨時休業期間
・ 4月の学校再開期間（ガイドラインに基づいて）
・緊急事態宣言に基づく 4月23日～ 5月末までの一斉臨時休校期間
・ 6月以降の学校再開期間（ガイドライン改訂版に基づいて）
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現場から　～保育施設～

新潟市中央区健康福祉課　指導保育士

冨岡　彩子

新型コロナウイルス感染症に関して、まだ不明な点が多い状況だった昨年度 3月上旬、市内保育
施設で患者が発生しました。
対応において全てが手探りの中、保健所の指導を受けながら、行政がリーダーシップを取り、園
と連携して保育園再開に向けて取り組んだ事例について報告をいたします。
また保育現場における、新しい生活様式の対応と課題についてもお話しさせていただきます。
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現場から　～学校～

新潟市立浜浦小学校　養護教諭

長谷川由紀

令和 2年 2月29日「全国すべての学校について来週月曜日から春休みに入るまで、臨時休業を行
うよう要請した」。その日から現在に至るまで、学校は感染予防対応と教育活動の両立に悩みなが
ら進んできた。感染拡大を防ぐだけでなく、コロナ禍の今だからこそ、子どもに今も未来も健康
でいられるための力を育みたいと考えている。保健管理と保健教育の二つの視点から取組を紹介
する。
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小児科医から

よいこの小児科さとう（新潟市）

佐藤　　勇

これまでの新型コロナウイルス感染症への対応について、小児科の臨床現場から 3つの視点にも
とづき報告いたします。 1）学校の休校措置・保育園登園自粛をへて感じている子どもたちの変化　
2）全国病児保育協議会で行った病児保育室へのアンケート調査で得られた対応状況　 3）新潟市
医師会による学校健診の指針策定の過程と保育園などでの実施に際して経験したこと　などについ
て報告いたします。
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行政から

新潟県福祉保健部長

松本　晴樹

県では対策本部を設置し、病床確保などの医療提供体制や地域外来検査センターの設置などの検
査体制、帰国者・接触者相談センターなどの相談体制を順次拡充してきた。また、春先には不要不
急の外出自粛要請や休業要請を行うとともに、外部専門家会議を開催し、感染拡大を判断する指標
を設定した。今後のインフルエンザの流行に備え、コロナとの鑑別診断体制の検討を進めるととも
に、県民には新しい生活様式の浸透を図っていく。
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特別講演
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特別講演

子どもと新型コロナウイルス感染症

� 新潟大学大学院医歯学総合研究科小児科学分野　教授　　齋藤　昭彦

今年に入り、瞬く間に国内外に感染が広がった新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、
2020年10月初旬現在、感染者数は世界で3300万人、死亡者は100万人を超えた。国内でも、感染者
数は、8.2万人、死亡者数は1500人を超え、社会に大きなインパクトを与え続けている。
一方で、COVID-19の患者全体の子どもの割合は、子どもの人口に占める割合に比べ低く、各国
の報告では 1− 6 %程度である。また、子どものCOVID-19の症状は、大人に比べ軽症で、軽く、
中には無症状のことが多い。一般的に予後は良好であるが、 2歳未満の子どもでの重症化の割合が
高いこと、海外では、年長児において、全身の血管に炎症を起こす重症例が報告されていることは、
留意すべきことである。
小児でなぜ、感染者が少ないのか？重症者が少ないのか？新型コロナウイルスの細胞の表
面の受け皿（受容体）で、心臓の機能や血圧の調整に関与しているアンギオテンシン変換酵素
（angiotensin�converting�enzyme-2,�ACE- 2 ）の鼻の中の細胞での発現が、年齢と関係しているこ
とが報告された。すなわち、年齢が低いとACE- 2 の発現が少なく、ウイルスの受容体が少ないた
め、ウイルスの体内の細胞に感染する量が少ない。それが感染の伝播に関係していることが示唆さ
れた。このメカニズムの解明は、この感染症の伝播の本質を理解する上で重要であり、感染対策の
重要なヒントになるかもしれない。
子どもたちは、今年に入り、学校で、大きな環境の変化を体験してきた。 2回にわたる全国一斉
の学校閉鎖、そして、分散登校、やっと迎えたこれまでにない短い夏休み、度重なる学校行事の中
止などである。夏休み明け以降、学校が本格的に再開され、学校での感染者の報告は後を絶たない。
学校での感染をゼロにすることはできない。一方で、学校での大きなクラスター形成の事例は極め
て少ない。海外からの報告でも、学校内での感染は極めて限定的であることが報告されている。子
どもの感染の多くは、家族内からの感染である。子どもに感染させないためには、まずは、家庭内
のメンバーが適切な感染対策を行い、感染のリスク行為を控えることが最も重要である。
今後も、COVID-19の流行はしばらく続き、子どもを取りまく環境も同様の状況が続くことであ
ろう。新興感染症としてのCOVID-19は、まだ分からないことが多い。しかしながら、この数か月
で、子どものCOVID-19については、幾つかの大事な点が見えてきた。これらを理解した上での臨
機応変な対策が、今度も継続的に必要である。これが子どもたち、そして彼らが担う未来の社会を
支えることにつながるであろう。
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現職
◦新潟大学大学院医歯学総合研究科小児科学分野（新潟大学医学部小児科）教授
◦新潟大学医学部　副医学部長
◦カルフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD）小児感染症科　Associate Professor
◦東邦大学医学部　客員教授

略歴
◦1991年　新潟大学医学部卒業
◦1991年　聖路加国際病院小児科　レジデント
◦1995年　Harbor UCLA メディカルセンター　アレルギー臨床免疫部門　リサーチフェロー
◦1997年　南カルフォルニア大学（USC）小児科　レジデント
◦2000年　カルフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD）小児感染症科　クリニカルフェロー
◦2004年　UCSD　Assistant Professor
◦2008年　 国立成育医療研究センター　内科系専門診療部　感染症科　医長（その後、感染防御対

策室室長、ワクチンセンター長を併任）
◦2011年　新潟大学大学院医歯学総合研究科小児科学分野　教授（現職）
◦2019年　UCSD　Associate Professor
◦2020年　新潟大学医学部　副医学部長

免許
国内：日本小児科学会専門医、日本感染症学会専門医・指導医、日本小児感染症学会暫定指導医など
米国： 米国ECFMG Certificate、米国カルフォルニア州医師免許、米国小児科学会認定小児科専門

医、米国小児科学会認定小児感染症専門医（日本人初）

主な所属学会と役割
　　日本小児科学会（理事）
◦国際渉外委員会（委員長）
◦予防接種・感染症対策委員会（委員）
◦生涯教育・専門医育成委員会（委員）

　　日本小児感染症学会（理事）
◦教育委員会（委員長）
◦専門医検討委員会（副委員長）
◦将来検討委員会（委員）

　　日本感染症学会（評議員）
◦東日本地方会（理事）
◦臨床研究促進委員会（委員）
◦専門医制度審議委員会（委員）
　日本臨床ウイルス学会（会長）（第61回臨床ウイルス学会　会長）（幹事）

　　その他
◦日本小児保健協会（評議員）
◦日本感染症教育研究会（IDATEN）（元代表世話人）
◦米国感染症学会（IDSA）Fellow、米国HIV学会（HIV�MA）会員　など
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